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加 藤 慎 一
岡山県立詩山高等学校
平成 9年 4月に新採用で森山高校に赴任 し､今年で 5年目になります｡
2年員の平成 11年度末に､高教研牡牛部会集作地区の平成 13年度の発表をと打診が
あり､平成 12年度末には､その研究を第 34回中国四国数学教育研究 (高知)大会で発
表をという大役を仰せつか りました｡そこで､幕山高校で実際に行っている授業を他の高
校でも活用してもらおうという形で発表を行いましたC




ロの技術習得を目指 しています｡目標はワープロ検定 4 ･3 ･2級の取得です｡(4級は
全長取得を目標､ 3 I2枚は希望者)｡ この撰集は毎回デールームとよばれるコンピュー










期 間 平成 10年9月～12月
対象学年 第 3学年 (54名)
時 間 数 全 23時間 (遇 2. 5時間･･･1時間は土曜日のため)












期 間 平成 11年 4月- 12月
対象学年 第 3学年 (45名)
時 間 数 全20時間 (週 1時間)
教 材 払研 新編 高等学校 敗学Aよりプリン トを作皮
週 1時間の枠で毎週火曜日の 3､ 4隈に 1クラスずつ､ 1 ･2学期に行いました｡この













また､この年､ 2学期の 10月から捕報教育ア ドバイザーとして､地元のコンピュータ











期 間 平成 12年4月～ 12月
対象学年 第 3学年 (55名)
時 間 数 全 17時間
1学期 中間まで6時間 1学期 期末まで4時間
2学期 中間まで7時冊
教 材 歎研 新編 高等学校 数学Aよりプリン トを作成
第 1学期カリキュラム (第 1節 プログラミング 10時間)
回 フ○リント ページ 指導内容
1 打込用 ガイダンス (これか らの授業についての注意)
フ○リント ソフ ト利用の練習 (プログラム打ち込み練習)
2 Partl 153-155 簡単なプログラムモー ドの計算練習
3 Part2 155 組み込み開放の利用① .応用閉環
4 Part3 156-157 組み込み開放の利用② .まとめ
5 Par〔4 159-162 プログラムモー ドの利用 (入力文 .代入文 .出力文)
l6 Parts 166-168 条件判断 (条件文Ⅳ～THEN文､ループ)
中間考査 (100点満点)
7 Part6 168-169 練習間切､数値の入換方法
8 Part7 170-171 繰 り返 し処理 (FOR～NEXT文)
9 Part8,9 172-175 アルゴリズムと流れ図 (GOTO文)復習,演習同価1,2
10 Part10 175 演習間想 3-6
生徒達は私が驚 くほどパソコンになれていて､ 1回目の授業だけでログインの方法から
マウス ･キーボー ド操作 ･ソフ トの利用に至るまで習得することができ､ 2回目か ら本格
的に授業を始d)ることができました｡
授#は､プログラムを削除 したプリン トを用意 し､プログラムを考えさせてからプリン





間頬 と､｢次のプログラムを作成せよJ という､プログラムを作成する閏月の 2通 りのパ




中間考査 平均 63. 8点/ i00点 (最高点 100点･-7人)
応用問題 平均 6. 1点/ 15点













































2.計井の苦手な生徒ほど､コンピュータが変わ りに計算 してくれるために楽 しく授業に







その後､期末テス トに向けて授業を行いました｡プログラムモー ドを利用 した数価計算







期･末考査 平均 63.7点/100点 (最高点97点､80点以上24人)
応用間埋 平均 6.3点/ 20点 (最高点 19点､10点以上 10人)





第2学期カリキュラム (第 2節 色々な閉場 3時間)(応用聞損 3時間)
回 フ■リント ページ 指導内容
1 復習 これまでの練習
2 Part1 176-177 放列とその和 .自然政の約数の個数
3 Part2 177-178 自然数の約数の個数 .兼数の判定












期末考査 平均 49. 9点/ 100点 (最高点 100点･･7人)
やはり､内容が難 しくなったぶん､得点率は低 くなっており､実際の数学の力と同じ形














対象クラス 第3学年 数学 B選択者 13名中 11名 (2名は欠席)
試 族 問 題 1997年～2000年センター本拭挨問題 第 5間 (計井 とコンピュータ)
実 施 日 2000年 11月20日
時 間 50分 (授業時間を利用)
以下､結果です｡(新Aは平成 10年度美作地区数学実力診断テス トA問題の得点)
(蒜山高校は58人受牧､平均点48.3点)
新 A 1中 応用 1末 応用 2中 1997 1998 1999 2000 合書十
生徒 A 70 89 15 81 6 78 2 6 4 0 12
生徒B 88 87 10 94 17 89 13 6 14 8 41
生徒 C 50 81 0 14 9 6 0 3 15 2 20
生徒D 82 100 15 96 17 100 9 18 13 0 40
生徒 E 82. 100 15 86 7 100 0 3 10 6 19
生徒 F.r 78 95 15 86 8 95 20 6 10 0 36
生徒G 44F 59 0 62 3 19 0 3 0 3 6
生徒H 60 95 15 92 13 90 0 3 3 2 8
生徒 l 62 97 15 96 19 45 8 19 20 4 51
生徒 J 76 95 15 97 17 100 20 17 20 10 67
生徒K 60 100 15 86 6 95 10 6 9 0 25
平 均 68.4 90.7 ll.8 80.9 11ユ 74.3 7.5 8.2 10.7 3.2 29.5
2000年度のセンター杭藤間現は例年に比べてかなり稚易度がアップしてお り､難 しい間
層で した｡1997-1999年度は数学 Aの数列に比べて比較的易 しい問題 という出題傾向だ っ
たようです｡
生徒 B､D､ )､ Jは 80点満点中の5割である40点をクリアー し､生徒 Jは67点
で得点率では83.8%の高得点でした. この4人に関 しては､十分にセンタ-扶験に対
応できるレベルにあると思います｡ しか し､生徒 A. Hのように､定期テス トではかな り
の高得点でありなが ら応用間穂になるとなかなか手が出ないという生徒もいたのは事実で
す｡普段の授業で ｢ただ打ち込むだけ｣｢ただコンピュータに計井 させるだけ｣では,ア
ルゴリズムを解読す る力は身に付かないと思われま した｡｢なぜ こうなるんだろう｣｢ど
のようにプログラムを作成すればいいんだろう｣という思考力をコンピュータを利用 した
授業で身に付けてい くことが大切だと感 じま した｡
これからの研究としては､数字 Aだけでなく､数学 Bの範囲でもコンビュ-タを利用 し
た撰集を行い､どこまで対応することができるようになるか実践 してみたいです｡
最後にな りますが､生徒 Jは2001年度センター試族数学 Ⅰ･Aを受験 しま した｡
数学 Ⅰ (必 須)-58点/80点満点








N88互換BASICforWindows ver.2.24 作者 潮田康夫 (うしゃん)





積 したプログラム資産を､Windows上で走 らせることが可能です (当然､DOS/Vマシ
ンでも動 く !)oまた簡単な教育用言特としても利用できます｡
また､Windows950SR2 以後のコンピュータの場合､次のソフ ト (32bit版)を利用する
ことをおすすめします｡
N88互換BASICforWindows95 ver.1.10 作者 潮田康夫 (うしゃん)
(利用可能OS Windows95Windows98)
http:〟www,vector.co.jp/sofVwin95/prodseO55956.html
ベクターデザインHPよりダウンロー ド可能
解放
Windows95 以上で動作するN88BASIC互換のBASICインタプリタです｡N88BASIC 上で蓄積
したプログラム資産を､Windows上で走らせることが可能です(当然､DOSNマシンでも動
く!)｡また簡単な教育用青侍としても利用できます｡16ピッ ト版に比べて約10%程度､処
理が高速化 しました｡
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